
執筆動機

昨年同期がグループ研究で論文を執筆

し、横田ゼミとして初めての懸賞論文入賞

を果たしました。当時の私は、就活との両

立による時間不足などを言い訳にし、執筆

を諦めてしまったのですが、その事への後

悔があり、今年こそは懸賞論文に応募し、

入賞したいという思いがありました。足早

に過ぎていく時間の中でその思いを何度

も忘れそうになりましたが、横田先生や先

輩方、そして同期に支えられ、最終的に

執筆・入賞する事ができ、大変光栄に思っ

ています。

論文の内容

貧困が国際社会の最重要課題であり続

けている中で、近年観光産業による貧困

削減に大きな注目が集まっています。しか

し、貧困削減の成功例を用いたケース分

析は数多く存在するものの、観光による貧

困削減効果を統計的に分析した研究は殆

ど見受けられませんでした。そこで本論文

では、発展途上国の貧困と観光に関する

限られたデータから、観光産業の持つ貧

困削減効果を明らかにしました。

執筆に当たってのエピソード

年に1度行う海外研修の準備に追われ、

論文のテーマを決めたのが10月下旬であっ

た事、先生がアメリカの大学に行ってしま

われた事、先行研究が少ない事、などに

は大変苦労しました。その中で、発展途

上国を中心に旅行してきた経験から、本

当に興味のあるテーマを設定できた事がと

ても重要だったと思います。また、〆切直

前の急なメールにも丁寧に対応して下さっ

た横田先生や、様々な意見を下さった先輩

方、そして同期の皆には心より感謝してい

ます。

後輩の皆さんへのメッセージ

私は、横田ゼミの一員として送った学生

生活が一生の宝物であると心から言う事が

できます。ゼミでは、主体性や発表力、

思考力などを通常の講義以上に得られる

と思いますし、遊びにも勉強にも全力で取

り組む大切な仲間を得る事ができると思

います。とは言うものの、学生生活の形

は人それぞれです。後悔する事のないよう、

貪欲に好きな事・やりたい事を突き詰め

て、長いようで短い一度きりの学生生活を

全力で楽しんで欲しいと思います。

観光は貧困を救うか？：時系列分析による観光の貧困削減効果分析佳 作

執筆動機

市田ゼミは、世の中の出来事について

疑問を持ち自分の頭で考えることを常と

しています。そんな中、震災の被害が甚

大であった地域において大幅な地価の下

落が見られたというニュースを見まし

た。何故下がったのかという純粋な疑問

と共に、こんなにも衝撃的な震災であっ

たのだから、震災のなかった地域にも影

響は与えているはずだという仮説が生ま

れました。そして、この仮説を自分達の

経済学の知識を用いて自分達で実証して

みたいという強い思いが今回の執筆につ

ながっています。

論文の内容

東日本大震災を経て、地価評価におけ

る地震リスクの影響度が被災地以外の地

域でも上がったという仮説を実証分析し

ています。対象地域としては被災地でな

いかつ、将来の地震リスクを孕む地域と

して静岡県を設定しました。地震リスク

として原発、津波、液状化をそれぞれ距

離などの数値を用いて分析した結果、原

発と津波のリスクにおいては本仮説が正

しい事が実証されました。

執筆にあたってのエピソード

私たちの研究では、変数として膨大な

量のデータが必要で、その収集作業に最

も苦労しました。最寄り駅からの距離や

海抜、原発からの距離などを、1人あた

り約100地点ずつ調べ、入力する作業は、

非常に骨が折れました。また、静岡県各

地の所得のデータを収集するため、横浜

にある図書館にメンバー全員で足を運ん

だこともありました。しかし苦労した

分、やり終えた後の達成感はひとしおで

した。このように時間をじっくりかけて

調べることは、学生にしかできないもの

で、貴重な経験だったと感じています。

後輩へのメッセージ

懸賞論文は意識の高い学生のためのも

のだと思っていましたが、決してそんな

ことはありません。自分が学んできたこ

とを成果として残そうという人だけでな

く、これまで学業面で打ち込んできたも

のがない人、何か誇れるものがほしい

人、講義を聞いて単位をとるためだけに

勉強することに退屈している人などすべ

ての学生にとっていいチャンスだと思い

ます。是非チャレンジしてみてください。
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震災は地価評価基準を変えたのか：静岡県の地価を用いて第 二 席
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